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高い3 級アルキルアミンを用いたときに効率よく三量化反応が進行し、中でも i-Pr2NEt を用いると最
も良い収率で目的物が得られた。更に用いる金属種、溶媒効果を検討し、RhCl3/i-Pr2NEt/トルエン系が
優れた反応性・選択性を示すことを見出した。また本触媒反応の適用範囲について検討を行ったところ、
末端アルキンにおいても高収率・高位置選択的に三量化反応が進行することが分かった。同様に、ジイ
ンとアルキンの付加環化反応においても、相当する環化体の生成に成功した。 
次に、ヘキサ(2−チエニル)ベンゼン誘導体の合成を行い、その電気化学的特性を調べた。Rh/アミン触
媒系を用いることにより、ヘキサ(2−チエニル)ベンゼン誘導体の合成においても効率よく三量化反応が
進行することが分かった。また合成されたヘキサ(2−チエニル)ベンゼンの電気化学的性質を明らかとし、
機能性材料としての有用性を示した。 
以上、著者は、Rh/アミン触媒系を新たに構築し、[2+2+2] 付加環化反応に用いることで、従来は合成
が困難とされていた多置換ベンゼン、ヘキサへテロアリールベンゼン誘導体の効率的な合成に成功して
いる。その成果は、学術的にも実際的にも有意義であり、博士論文の要件を満足しているものと評価す
る。
